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原　　　正　妃・持　田　秀　之

（東北農業試験場）

Effects of Low Temperature and LowIrradiance during Leaf

Development on Photosynthetic Ability of Soybean Lcavcs

MasakiHARAand HideyukiMocHIDA

（Tohoku NationalAgriculturalExperimentStation）

1　は　じ　め　に

人ははやませ地帯でも仁地利用型の基幹的畑作物である

が，収量の水準は低くかつ丞安定である。人はの不良気象

条件下における生理的・生態的な諸特性を解明し．生育・

収量を向上・安定化させるための技術開発に資する目的で

本研究を始めた。

2　試　験　方　法

（‖　供試材料：品秤　ワセスズナリ。1／5000aポット

2本立。標準施肥

（2）低温・少照処理

1）2週間処理：5ノ】29日播。日然光型コイトトロン

内で昼21℃，夜17℃で生育させ，6月30日に対照区（cc：

種21℃一夜17℃），少照区（Crll：21－17℃，60％遮光），低

温区（TC：15～13℃），低温少照区（TT：15－13℃，60

％遮光）の4区を設定。7月15日に光合成測定に供試した。

2）4週間処理：5月29口播。7月28日にcc，CT，

TC，TTの4区を設定。8月24日に光合成測定に供試した。

（3）光合成速度の測定

1）2週間処理：自然光刊コイトトロンに外部遮光を

施し，400W陽光ランプ6某からなる照明装置で光強度を

調節した。供試材料は10℃に1枚、Iそ衡後測定，以後20℃．

30℃については30～60分温度平衡後に測定した。結果は4

個体の3．5令糞につき小輩平均で表示した。

2）　4週間処理：人丁光型コイトトロンにて1佼温度
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、lろ衡後に3照度条件（光合成有効放射PARで250，500，

800〃Es‾1m‾2）に順次変え－それぞれ30分と2時間の平

衡後に各個体の上茎L位3柴（柴令で約1．5－3．5令）につ

いて測定し，3個体宛30分平衡後及び2時間平衡後の各9

億計18葉平均で表示した。

3）測定装置：AI）Cポータブル型光合成蒸散測定装

置

3　試験結果及び考案

日）／lミ帝への影響

①2週間の処理期間rtl，少照区（CT），低温区（TC）

及び低温少照区（TT）では乾物生席能が著しく低下し，

対照区（cc）の乾物増加に比べてCT区では最初の1週日

で朋％．2過Rで47％，rrT区では同じく30％，33％であっ

た。TC区では最初の1過日は65％であったが，次の過で

は24％と激減した。（診処理後の2週間の回復過相において

も処理問差があり，cc区に比べてC¶区は最初の1週間目

で105％．2週間Rで119％と急速に乾物生席能の回復を示

した。TT区はl過日は69％であったが，2過日には99％

とcc舶こ回復した。TC区は1過H45％，2過H88％で回

復が点も遅れた。③彙面積の矧掛こ対する処理の影響も人

きく，rrC，1111ではcc比で40－50％にとどまり．Cr区で

は75％であった。処理後の回復は早くて．TC、Trrとも2

週日には112－122％で対照をl二因った。

（21光合成能への影響

2週間の処理では低温少照区（rl、rIl）で光合成能の著し
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図1低温少鼎処理14日後および回復4日日の大豆の光合成能

注．㊥－cc，　▲－一一CT，　▽・一・TC，　●－●－TT，

－151－
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図2　低塩少解処理27日後および回復7日目．15日目の大豆の光合成能

注．各処理表示は図1に同じ

い低下が認められ，少照区（CT）においても明瞭な低下

が認められた（図1）。低温区は高温域での光合成能が低

下した。処理後4日目の光合成能は低温区（TC）及びTIl

区で回復する傾向が認められCT区をH回った。4週間の

長期間処理ではCT，TC，rrT区のいずれにおいても光合

成能が著しく低下した（図2）。Trl、区が最低でCT区とTC

区は16℃と26℃の条件で逆転し，TC区が16℃の低温条件

下ではCT区より高い光合成能を示した（図2の1）。

処理後7日日，15「洞にはTC区，CT区で著しい回復が

みられた（図2の3・4）。TT区の回復も著しいがなお対

照区ccに比べれば明らかに低かった。

作物の葉の単位壁面積当りの光合成能の決定要因として，

その藁の仲良期の総日射拉又は総光合成竃が密接に関係す

るとの仮説があるl・2）。人豆に関してもこの仮説に沿って

進められた一連の研究報告がある3・日。その結果によれば，

人はの成葉の光合成能はその柴の発育期間中の光合成有効

放射エネルギーの総故とは正の相関が，その塵の伸長速度

とは負の相関があり，この∴つの関係で人d柴の光合成能

がほぼ決定するとされている。低温条件下で発育する柴は

伸長速度が遅いため，単位葉面積当りの光合成能は高くな

るのが一般的といわれる。これらの報告は∴温度条件でい

えば20～30℃の比較的温和な条件下で行なわれた結果であ

る。今址東北地方やませ地帯の冷害年に経験される厳し

い気象環境を模した条件で処理を行った試験結果では，低

250　　　500　　　750

温或いは少照条件下で発育した葉の光合成能は概して低く

なることが明らかであった。得られた結果のうち，低温処

理区の光合成能が対照区より低くなっている点，或いは少

照区と低温区の間で温度反応が逆転している点などは既往

の知見と異なった。これらの差異に関する再検討も含めて，

やませのような程度の強い不良気象環境下での大は生矧こ

ついて，今後一層の解明を進めることが必要である。
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